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菊野 一雄
学長
後援会名誉会長

学院創立130周年を祝って

　山梨英和学院は本年創立130周年を迎えましたが、甲府市も市制施行130周年を迎え、またJR中
央線も開通130周年を迎えております。130年前の1889年には中央線は新宿から立川までしか開
通しませんでしたので、山梨英和女学校の初代校長であったウィントミュート先生は立川から甲州
街道を辿り、笹子峠を歩いて越えて甲府へ入られたそうです。
　山梨英和大学は1966年に開学した山梨英和短期大学を前身として、2002年に4年制の単科大
学として開学しましたので、あと3年で20周年を迎えます。この記念すべき節目の年に、山梨英和大
学は改めて建学の原点に立ち返ると共に、校訓である「敬神・愛人・自修」に基づき、持続可能性のあ
る以下のような中長期計画を立案し、受験生・在校生・卒業生・保護者の皆様にとって、より魅力ある
大学を目指し、新たな変革の途に挑戦しています。
１．先ずリベラルアーツやICT教育を前提とした「ゼミの英和」を目指し、2020年度以降に4年間ゼミ
ナールを必修化します。ゼミナールは少人数制とし、人間力・文化力に富んだ学生（「英和人＝え
いわびと」）を育て、卒業後も大学との活発な交流を図ります。

２．カリキュラム改革の一環として英語教育の改革（「英語の英和」の復活）を目指します。既に、２０
１９年度から1年生全員を対象に外部の英語能力測定テストを導入し、英語の苦手な学生も得意
な学生も共に英語の学習能力が向上するよう、懇切丁寧な英語教育を実施・促進しています。ま
た、2018年度からは、英語力を競い合うコンテストを実施し、木田（元学長）杯・賞金の授与を
行っていますが、英語の他ドイツ語、中国語、韓国語での参加も可能で、2019年度はドイツ語で
スピーチした学生が優勝しています。また、中国、韓国、オーストラリア、カナダ、アメリカなどの
海外留学先に加えさらに新規開拓を図っています。

３．国際化と地域との共生を踏まえたグローカルな教育の強化を図ります。海外からの留学生の比
率の向上を図るため、さまざまな方策を企画し、実施しています。また、海外からの留学生に対す
る日本語学習を充実・強化するために、留学生にとって望ましいカリキュラムの新設・再編を実施
します。さらに、2017年に新設された国際交流室を充実し、留学生と日本人学生及び地域の人々
との交流をより深める体制を推進しています。

４．山梨県内唯一の臨床心理士養成コースと心理学の大学院を持つ本学は、本年より新たに国家試
験のある公認心理師養成コースを設置し、より一層の心理学教育の充実を図っています。

５．2021年度からの「新しい入試改革」への対応に積極的に取り組んでいます。入学前教育の再構
築をはじめ、入学時の様々な特典の新設、さらに2019年よりアセンブリー（入学時の体系的オリ
エンテーション）を導入して、きめ細かい対応を実施しています。

６．就職活動指導・支援体制の充実化のためにスペシャリストの職員を採用し、学生個人の特性に
合った就職先の相談と確保を推進しています。また、甲府市や山梨県中小企業中央連合会と包
括的連携協定によりインターンシップ制の積極的活用も図っています。

７．2017年に締結された「三英和（東洋・静岡・山梨）大学包括的連携協定」に基づき、本年度から新
しいプロジェクトを企画し実行をしつつあります。

８．2020年度から授業回数を各学期14 回、授業時間を95分とすることによって、海外留学やボラ
ンティア活動等、夏休み期間をより有意義に過ごせる体制を目指しています。

　　このような中長期計画の実施を通じて、2017年には94名であった入学者数が、2018年には
139名、本年度は177名に増加してまいりました。

　学院創立130周年というおめでたい年に、改めまして山梨英和大学が名実ともにさらに魅力溢れ
る教育（「知」と「地」）の拠点となりますように、教職員一体となって努力を積み重ねて行きたいと
思っておりますので、今後共、皆様のより一層のご理解とご支援を心よりお願い申し上げます。

飯島 正敏
後援会長

「後援会長就任にあたり」

　今年の夏は稀になく連日酷暑と呼べる日が続き、庭の植木たちも水やりを楽しみに待ってくれる
ように思いました。還暦を迎えてから数年が経過しましたが、自営の仕事をこなしながら、庭木や芝
生の手入れを楽しむ時間も増え、緑を眺めながら一日を振り返る夕暮れ時が一番居心地のよい時間
です。
　英和の庭で学んだ娘たちもすっかり成長しそれぞれの道を神様のお導きをいただきながら歩んで
おります。
　そんな何気ない毎日の中において、テレビや新聞の報道を見ていると、他者のことを考えず自分
本位な理由で起こった事件や事故がとても多いことに気が付きました。確かに現代社会は私たちが
過ごしていた時代より物事の変化するスピードが格段に速くなり、様々な情報に溢れ、自身の責任に
おいて取捨選択をしなければその波に飲み込まれそうになってしまいます。「十年ひと昔」という言
葉では追い付かず、「五年ひと昔」、「三年ひと昔」と感じるようになりました。私を含め、人々は毎日の
生活を無事送るのに一生懸命であり、なかなか他者への配慮や感謝を行う時間を持つことが出来な
くなってしまったのかもしれません。そんな時に私がしばしば思い出す讃美歌があります。

　「きけや　愛の言葉を　諸国人らの　罪咎をのぞく主の御言葉を　やがて　時は来たらん
　　　　　　　　　　　神の御光の　あまねく世を照らす　明日は来たらん－讃美歌４５３番」

　歌詞の通り、主はいつも私達のそばにいて、愛を持って語りかけてくださっている、しかし私達は
その声に気付かないふりをしてやり過ごしているのだ、と。私は「はっ」としました。そばにいてくださ
る存在にどうして感謝出来なかったのだろう、と。主から与えられた御言葉を大切に暮らせなかった
のだろうと。もちろん「そばにいてくれる存在」とは主イエスキリストのみならず、私の家族、友人、仕
事仲間、私につながるすべての人々も指し示す言葉です。身近な人や物事に「丁寧に」接するというこ
との尊さをつい忘れがちに暮らしていました。多くの人が他者のことを自分のことのように愛し、い
つくしむことが出来たなら、争うことも権威を振るうこともなく、心穏やかに日々を送ることが出来
るのではないかと改めて思いました。　　忙しさや周りのスピードに巻き込まれることなく、時には
立ち止まり、草木に目をやり、高ぶり荒ぶる感情を沈め、常に私のそばにいてくださる主なる神の御
言葉に耳を傾けながら、風渡る庭でのひとときを過ごしたいと思います。
　後援会長を拝命するにあたり、諸先生方、諸先輩方のご指導、ご鞭撻を享受し、「丁寧」に責務を全
うしていく所存です。
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高橋  　一

本学におけるキリスト教教育について

宗教主任
教授（グローバル・スタディーズ領域）

Thy Will Be Done! （み心がなりますように！）

　山梨英和大学におけるキリスト教教育を語るに際し、筆者にとって忘れられない一通の手紙を
紹介してその課題に代えたい。しかし、ことキリスト教教育は、それを語る者によって強調点が異
なることは止むを得ない。また、聞き手によって受け止め方に差異が生じることも避けがたい。そ
の点で、以下は筆者なりの個人的な使信として受け取っていただきたいと思う。
　この手紙を書いた社会学者は、長くカナダと日本で研究・教育生活を送った。専門は少数民族の研究であった。が、研究対
象は多岐に渡り、20冊に及ぶ日本語と英語の専門書の他に、一般向けの岩波新書で『人種的差別と偏見』『カナダの素顔』を
刊行している。ちなみにこの二冊から、筆者はキリスト教教育についても示唆を受けてきた。以下は、彼が84歳で亡くなる前
に、ある友への手紙に託して、多くの友人に送った最後の手紙である。やや長いがほぼ全文を引用する。

　「私は、1962年にカナダに来たのですが、その1週間前に、尊敬していたK先生ご夫妻に夕食に招いていただきました。夕食のあと、先生
は「君はこれからカナダに行く。カナダには一人の友人もいない。きっと寂しくなるだろう。だけど日本には沢山の君の友人がいて、君のた
めに祈っている。そして僕もその一人なのだよ。君は多くの日本の友情に守られてカナダに行き給え」と励ましてくださいました。その後の
ミセスKのお話は一生忘れることができないものです。K先生は1920年代に英国の Oxford とドイツで勉強されたのですが、以下は先生
ご夫妻が英国におられた頃の話です。
　当時、ロンドンで Thy Will Be Done! （み心がなりますように！）という劇が大評判でした。もちろん、これは新約聖書の「主の祈り」の「み
心が天で行われるように 地上でも行われますように」の一部ですね。先生ご夫妻はロンドンにその劇を見に行かれたのだそうです。以下は
ミセスKが話してくださった劇の梗概です。
　ロンドンの片隅に貧しい一家がおりました。主婦だった女性は敬虔なキリスト教徒でしたが、彼女の連れ合いは飲んだくれで博打好きで
どうにも手のつけられない男でした。彼らの間には小さい男の子がいました。その女性は、自分で息子を育てる決意をしてグウタラ亭主と
離婚しました。
　その女性は近くの教会に掃除婦として雇われました。彼女は誠心誠意この仕事に打ち込み、この教会は何時もチリ一つないありさまでし
た。彼女は、日曜の礼拝はもとよりすべての祈祷会に出席し、牧師の話を聞き、その教えを自分の生活に実践しました。教会の人々は皆彼女
を賞賛しました。
　その女性は、子どもを宗教的に育てました。毎朝お祈りをし、食前には感謝し、寝るときには一日守られたことを感謝するお祈りで締めく
くりました。もちろん、毎日曜に教会に同行し、日曜学校に出席させました。
　その息子が16歳になったとき、母親には何も言わずに家出して帰ってきませんでした。彼女は涙ながらに毎日息子のために祈りました。
　それから2年たったクリスマスの聖夜に、息子は見るからに安っぽい女を連れて帰ってきました。そして母親に「俺はこの女と一緒になる」
と言いました。その女性は泣いて「私はおまえをそんな風には教育しなかった。おまえは貞淑で信仰深い女性と結婚しなければだめだ」と申
しました。
　すると息子は「俺は母さんのその宗教臭さが何よりも嫌いだった。だから俺はこの女と一緒になって、好きなように生きるのさ。もう、この
家には二度と足を踏み入れないからな」と言って、女と二人で出ていきました。
　その女性は、泣きながら雪の中を教会目指して歩き始めました。彼女はやおら雪の中にひざまずいて、「神様、どうかこの罪人をお許しく
ださい。私はこれまで、自分が神様であるかのように、自分で目標を定め、その目標を達成しようと全力をあげてきました。でも、一度も Thy 
Will Be Done とはお祈りしませんでした！」と懺悔して、そのまま死んでしまいました。遺体の上には雪が降り積もり、聖夜の礼拝を告げる
鐘が鳴り響きました。
　以上が Thy Will Be Done！という劇の梗概だそうです。そのあと、ミセスKはこう言われました。「あなたはこれから大切な事柄を自分
一人で決めなければならないでしょう。あなたはクリスチャンだから、きっと神様にお祈りしてから決めるに違いないと思います。けれども、
神様にお祈りした後に、かならず Thy Will Be Done と唱えることを忘れてはいけませんよ」と。私はこの教えを50年以上忘れたことは
ありませんでした。
　さて、私は最近家内の健康が衰えるのを見て、家内は私よりも先に死ぬ・・・と思いました。そして何気ない風を装って色々な計画を立て
てきました。遺書を書き換え、法律的後見人を決め、医者に緩和ケアをするように法的な文書を作成したのです。けれども、今回私は家内よ
りも先に召されることになりました。私の計画は the divine will（神の御心） ではなかったことを知らされました。私は、み心を受け容れる
しかないことを悟らされ、そのようにしました。ですから、私の心に動揺はないのです。私には Thy Will Be Doneという祈りがあるのです。
換言すれば私には「覚悟ができている」ということです。
　半世紀にわたる交友は楽しいものでしたね。長年のご交誼を感謝いたしております。
　どうか、良いクリスマスと新年をお迎えください。私共も、子どもたちとの最後のクリスマスを楽しくにぎやかに祝う所存です。」

　あえて言えば、このようなキリスト教的使信の消息を受け止める人格の育成が、山梨英和大学におけるキリスト教教育とし
て筆者の目指したものであった。

※この社会学者・新保 満氏（1931-2015年）については、戦後間もない時期、郷里の福岡で、戦時中の旧満州での幼なじみであったS氏と
偶然に再会し、そのS氏が福岡で殺人事件を起こして死刑囚となり、処刑されるまでの交流を描いた『天国への凱旋門～死刑囚からの手
紙』（田島恵三、教文館）でもよく知られている。
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高橋  　一

本学におけるキリスト教教育について

宗教主任
教授（グローバル・スタディーズ領域）

Thy Will Be Done! （み心がなりますように！）

　山梨英和大学におけるキリスト教教育を語るに際し、筆者にとって忘れられない一通の手紙を
紹介してその課題に代えたい。しかし、ことキリスト教教育は、それを語る者によって強調点が異
なることは止むを得ない。また、聞き手によって受け止め方に差異が生じることも避けがたい。そ
の点で、以下は筆者なりの個人的な使信として受け取っていただきたいと思う。
　この手紙を書いた社会学者は、長くカナダと日本で研究・教育生活を送った。専門は少数民族の研究であった。が、研究対
象は多岐に渡り、20冊に及ぶ日本語と英語の専門書の他に、一般向けの岩波新書で『人種的差別と偏見』『カナダの素顔』を
刊行している。ちなみにこの二冊から、筆者はキリスト教教育についても示唆を受けてきた。以下は、彼が84歳で亡くなる前
に、ある友への手紙に託して、多くの友人に送った最後の手紙である。やや長いがほぼ全文を引用する。

　「私は、1962年にカナダに来たのですが、その1週間前に、尊敬していたK先生ご夫妻に夕食に招いていただきました。夕食のあと、先生
は「君はこれからカナダに行く。カナダには一人の友人もいない。きっと寂しくなるだろう。だけど日本には沢山の君の友人がいて、君のた
めに祈っている。そして僕もその一人なのだよ。君は多くの日本の友情に守られてカナダに行き給え」と励ましてくださいました。その後の
ミセスKのお話は一生忘れることができないものです。K先生は1920年代に英国の Oxford とドイツで勉強されたのですが、以下は先生
ご夫妻が英国におられた頃の話です。
　当時、ロンドンで Thy Will Be Done! （み心がなりますように！）という劇が大評判でした。もちろん、これは新約聖書の「主の祈り」の「み
心が天で行われるように 地上でも行われますように」の一部ですね。先生ご夫妻はロンドンにその劇を見に行かれたのだそうです。以下は
ミセスKが話してくださった劇の梗概です。
　ロンドンの片隅に貧しい一家がおりました。主婦だった女性は敬虔なキリスト教徒でしたが、彼女の連れ合いは飲んだくれで博打好きで
どうにも手のつけられない男でした。彼らの間には小さい男の子がいました。その女性は、自分で息子を育てる決意をしてグウタラ亭主と
離婚しました。
　その女性は近くの教会に掃除婦として雇われました。彼女は誠心誠意この仕事に打ち込み、この教会は何時もチリ一つないありさまでし
た。彼女は、日曜の礼拝はもとよりすべての祈祷会に出席し、牧師の話を聞き、その教えを自分の生活に実践しました。教会の人々は皆彼女
を賞賛しました。
　その女性は、子どもを宗教的に育てました。毎朝お祈りをし、食前には感謝し、寝るときには一日守られたことを感謝するお祈りで締めく
くりました。もちろん、毎日曜に教会に同行し、日曜学校に出席させました。
　その息子が16歳になったとき、母親には何も言わずに家出して帰ってきませんでした。彼女は涙ながらに毎日息子のために祈りました。
　それから2年たったクリスマスの聖夜に、息子は見るからに安っぽい女を連れて帰ってきました。そして母親に「俺はこの女と一緒になる」
と言いました。その女性は泣いて「私はおまえをそんな風には教育しなかった。おまえは貞淑で信仰深い女性と結婚しなければだめだ」と申
しました。
　すると息子は「俺は母さんのその宗教臭さが何よりも嫌いだった。だから俺はこの女と一緒になって、好きなように生きるのさ。もう、この
家には二度と足を踏み入れないからな」と言って、女と二人で出ていきました。
　その女性は、泣きながら雪の中を教会目指して歩き始めました。彼女はやおら雪の中にひざまずいて、「神様、どうかこの罪人をお許しく
ださい。私はこれまで、自分が神様であるかのように、自分で目標を定め、その目標を達成しようと全力をあげてきました。でも、一度も Thy 
Will Be Done とはお祈りしませんでした！」と懺悔して、そのまま死んでしまいました。遺体の上には雪が降り積もり、聖夜の礼拝を告げる
鐘が鳴り響きました。
　以上が Thy Will Be Done！という劇の梗概だそうです。そのあと、ミセスKはこう言われました。「あなたはこれから大切な事柄を自分
一人で決めなければならないでしょう。あなたはクリスチャンだから、きっと神様にお祈りしてから決めるに違いないと思います。けれども、
神様にお祈りした後に、かならず Thy Will Be Done と唱えることを忘れてはいけませんよ」と。私はこの教えを50年以上忘れたことは
ありませんでした。
　さて、私は最近家内の健康が衰えるのを見て、家内は私よりも先に死ぬ・・・と思いました。そして何気ない風を装って色々な計画を立て
てきました。遺書を書き換え、法律的後見人を決め、医者に緩和ケアをするように法的な文書を作成したのです。けれども、今回私は家内よ
りも先に召されることになりました。私の計画は the divine will（神の御心） ではなかったことを知らされました。私は、み心を受け容れる
しかないことを悟らされ、そのようにしました。ですから、私の心に動揺はないのです。私には Thy Will Be Doneという祈りがあるのです。
換言すれば私には「覚悟ができている」ということです。
　半世紀にわたる交友は楽しいものでしたね。長年のご交誼を感謝いたしております。
　どうか、良いクリスマスと新年をお迎えください。私共も、子どもたちとの最後のクリスマスを楽しくにぎやかに祝う所存です。」

　あえて言えば、このようなキリスト教的使信の消息を受け止める人格の育成が、山梨英和大学におけるキリスト教教育とし
て筆者の目指したものであった。

※この社会学者・新保 満氏（1931-2015年）については、戦後間もない時期、郷里の福岡で、戦時中の旧満州での幼なじみであったS氏と
偶然に再会し、そのS氏が福岡で殺人事件を起こして死刑囚となり、処刑されるまでの交流を描いた『天国への凱旋門～死刑囚からの手
紙』（田島恵三、教文館）でもよく知られている。

難波  道弘

学生生活について

担当長（学生サービス部）
教授（メディア・サイエンス領域）

「大学」という場で学べること

　学校は知識や技術を身につけるだけでなく、社会生活を送る上で必要なことを学んでいく場だ

と思います。

　社会生活、スポーツやゲームなどにもあるように、大学生活にもさまざまなルールがあります。その一つに「締め切りを守

る」があります。小学校などでも夏休みの宿題があるわけですから、全員がそのルールを経験していることでしょう。特に大

学の場合は高校以前とは違い、学生自身が手続きをしなければならないことも多く、守らないことで学生自身が大きな不利

益を被ることにもなります。

　代表的なものとして、自分で取りたい授業を自分で選択して、自分でWeb登録する「履修登録」というものがあります。履

修登録はおそらく大学に入学して最初に自分でしなければならない大きなイベントでしょう。そして履修登録は定められた期

間に各自の責任で行わなければならないため、トラブルが起こる可能性もあります。例えば、定められた期間内に履修登録を

しなかった、誤って登録をした、取りたい科目を登録していないことに気づかず授業に出ていたなどです。このような場合は

いずれも単位にはならず、その期間の一部または全部を棒に振ってしまうことになります。他にも授業のレポート課題、奨学

金の申請やゼミの希望調査など、卒業や学費に関連した非常に重要な締め切りがあります。

　共通して見られる傾向として「多くの学生が締め切り直前に提出や申請をしている」ということです。問題がなければもち

ろんそれでもよいのですが、そこで書類の不備などがあれば提出物は受理されません。「どうにかなりませんか？」という相

談されることもありますが、大学は教育機関ですので、ものによっては期限後でも対応することはあります。ただし、ルールを

守っているほとんどの学生が不公平感を持たないような対応をしなければなりません。いずれにせよ「（大学ではどうにか

なっても）社会生活では通用しないよ」という指導を学生のみなさんにはしています。

　大事なことは、学生が社会生活の基本的なルールである「期限を守る」を実践することにあると思います。具体的には期限

を守るためには、いつまでに何をしなければならないかというスケジュール管理を各自が行えるようにする（資料に不備があ

るなど、不測の事態が起こる可能性を見越したスケジュールを設定する）ことが必要ではないでしょうか。

　関連してもう一つ、「絶えず情報をキャッチするアンテナをはる」ことも大事だと思います。このことは私自身も大学時代に

指導教員から言われていましたが、自身に必要な情報だけでなく、有利な情報をキャッチすることも重要です。以前、学内で

募集をしていた学内大学院生向けの給付奨学金に誰も応募をしてこなかったことがありました。これは学生自身が情報を

キャッチせず、チャンスをフイにした事例だと思います。本学では学生への連絡はポータルメッセージ（パソコンやスマホへ

の連絡）がほとんどで、時にはいろいろな連絡が来てわずらわしいと思っている学生も多いでしょうが、その連絡の中に必要

な情報、有利な情報が含まれていることがあるのです。

　今回、このような内容で文章を書いたのは自戒の意味もあります。情けないことに私自身、締め切りにルーズなことで多く

の失敗を今もしています。ともに学びながら互いに高めあいたいと思っています。



05 KAKEHASHI 2019 vol.48

渡辺  信二

カリキュラム改革等について

カリキュラム検討委員会委員長・副学長・教授（グローバル・スタディーズ領域）

さらに英和らしく：２０年度からのカリキュラム

　20年度から新たに導入されるカリキュラムに関して，「えいわEIWA」を使いながら，次のよう
に簡略に説明できます。

　伝統的に日本では、基本的学習を「読み書きそろばん」と言いますが、これは、単なる文字の読み書きや算盤だけの単純ス
キルを超えて、文章が読めて文章が書けること、対象を数値化し計算することまでを意味していました。これを、現代日本に
言い換えれば、「日本語・英語・コンピュータ」でしょう。コンピュータを駆使して、日本語や英語で立問し思考し表現するという
基本的で奥深い能力を涵養し伸長すれば，どの専門どの分野に進んでも、必ずしっかりとじぶんを修めて行けます。そして、
心理学など「専門性」を身につけた教養溢れる社会人、人との交流が出来る、地域でも国際社会でも活躍するグローカルな
英和人を育ててゆきます。その要となるのが「ゼミの英和」です。これまでも、山梨英和は、面倒見の良い大学として定評があ
りましたが、これをカリキュラム上でも実体化・実質化するために、全ての学生が、どの学年においても、きめの細かい教育を
受けることが出来るよう、いずれかのゼミに属することを目指しています。
　130年の歴史を誇る山梨英和のなかの大学として、さらに、新たなミッションを担い、粛々と前進してゆきます。後援会の
方々にも、ご理解ご協力をお願いできれば幸いです。

え E =  English「英語の英和」英語力の涵養・伸長を図る。英語嫌いをなくす。
い I =  IT・ICT  コンピュータを駆使し、情報技術の適用や応用ができる。
わ W =  Writing 「ゼミの英和」日本語の立問・思考・表現の力を高める。
 A =  Ability　「できる英和人」心理学など「専門性」と教養を備えた社会人、
  　 地域でも国際社会でも活躍できるグローカルな英和人を育てる。

黒田  浩司

山梨英和COC+及び山梨英和COC+(CCRC・子育て支援）について

山梨英和COC+コーディネーター、 同CCRCコースリーダー、 COC+CCRCコース責任者
教授（サイコロジカル・サービス領域）　

山梨英和COC＋（CCRC・子育て支援）について

　山梨英和大学は文部科学省の地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）やまな
し未来創造教育プログラムに参加しており、この事業は平成31年（令和元年）度に完結をしま
す。山梨英和大学はＣＣＲＣコースの幹事校と子育て支援コースの協力校となっており、平成
30年度末に初めてコース修了生を輩出し、7月17日に開催されましたやまなし未来創生会議の席上で修了証の授与式が
行われました。
　COC+の教育プログラムでは、やまなしにおける様々な地域課題の解決を試みたり、地方創生の可能性を探索したりす
る授業が展開されています。これらの授業で特徴的なのは実際にさまざまな地域のフィールドに出かけてゆき、地元の
様々な方たちと実際に交流しながら地域課題を考える課題解決型の授業（Project-Based Learning）が増えていること
です。また、インターンシップもCCRC・子育て支援にそれぞれに独自に設定され、平成30年度CCRCコースのインターン
シップでは笛吹市の移住・定住推進の担当部署と連携して、実際に移住・定住相談会に同席し（しかも、実際に相談業務の
アシスタントも務めました）、移住者むけ資料を作成し、CCRCの可能性と課題について考えました。平成31年度も引き続
き笛吹市の移住・定住担当者と連携するとともに、新たに本年3月に地域連結協定を結んだ甲府市ともこの領域での協働
を始めています。
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渡辺  信二

カリキュラム改革等について

カリキュラム検討委員会委員長・副学長・教授（グローバル・スタディーズ領域）

さらに英和らしく：２０年度からのカリキュラム

　20年度から新たに導入されるカリキュラムに関して，「えいわEIWA」を使いながら，次のよう
に簡略に説明できます。

　伝統的に日本では、基本的学習を「読み書きそろばん」と言いますが、これは、単なる文字の読み書きや算盤だけの単純ス
キルを超えて、文章が読めて文章が書けること、対象を数値化し計算することまでを意味していました。これを、現代日本に
言い換えれば、「日本語・英語・コンピュータ」でしょう。コンピュータを駆使して、日本語や英語で立問し思考し表現するという
基本的で奥深い能力を涵養し伸長すれば，どの専門どの分野に進んでも、必ずしっかりとじぶんを修めて行けます。そして、
心理学など「専門性」を身につけた教養溢れる社会人、人との交流が出来る、地域でも国際社会でも活躍するグローカルな
英和人を育ててゆきます。その要となるのが「ゼミの英和」です。これまでも、山梨英和は、面倒見の良い大学として定評があ
りましたが、これをカリキュラム上でも実体化・実質化するために、全ての学生が、どの学年においても、きめの細かい教育を
受けることが出来るよう、いずれかのゼミに属することを目指しています。
　130年の歴史を誇る山梨英和のなかの大学として、さらに、新たなミッションを担い、粛々と前進してゆきます。後援会の
方々にも、ご理解ご協力をお願いできれば幸いです。

え E =  English「英語の英和」英語力の涵養・伸長を図る。英語嫌いをなくす。
い I =  IT・ICT  コンピュータを駆使し、情報技術の適用や応用ができる。
わ W =  Writing 「ゼミの英和」日本語の立問・思考・表現の力を高める。
 A =  Ability　「できる英和人」心理学など「専門性」と教養を備えた社会人、
  　 地域でも国際社会でも活躍できるグローカルな英和人を育てる。

黒田  浩司

山梨英和COC+及び山梨英和COC+(CCRC・子育て支援）について

山梨英和COC+コーディネーター、 同CCRCコースリーダー、 COC+CCRCコース責任者
教授（サイコロジカル・サービス領域）　

山梨英和COC＋（CCRC・子育て支援）について

　山梨英和大学は文部科学省の地（知）の拠点大学による地方創生推進事業（ＣＯＣ＋）やまな
し未来創造教育プログラムに参加しており、この事業は平成31年（令和元年）度に完結をしま
す。山梨英和大学はＣＣＲＣコースの幹事校と子育て支援コースの協力校となっており、平成
30年度末に初めてコース修了生を輩出し、7月17日に開催されましたやまなし未来創生会議の席上で修了証の授与式が
行われました。
　COC+の教育プログラムでは、やまなしにおける様々な地域課題の解決を試みたり、地方創生の可能性を探索したりす
る授業が展開されています。これらの授業で特徴的なのは実際にさまざまな地域のフィールドに出かけてゆき、地元の
様々な方たちと実際に交流しながら地域課題を考える課題解決型の授業（Project-Based Learning）が増えていること
です。また、インターンシップもCCRC・子育て支援にそれぞれに独自に設定され、平成30年度CCRCコースのインターン
シップでは笛吹市の移住・定住推進の担当部署と連携して、実際に移住・定住相談会に同席し（しかも、実際に相談業務の
アシスタントも務めました）、移住者むけ資料を作成し、CCRCの可能性と課題について考えました。平成31年度も引き続
き笛吹市の移住・定住担当者と連携するとともに、新たに本年3月に地域連結協定を結んだ甲府市ともこの領域での協働
を始めています。

「教員紹介」教育・研究情報、雑感等について

稲積  泰宏
准教授
（メディア・サイエンス領域）

Macbookを「道具」として扱う大学生達

　私は１年生のICTスキルを担当しています。ICTスキルでは、箱からパソコンを開けて、セット
アップから始めることに驚きました。私は、小学生の頃からパソコンを使っていたので、「大学でや
る必要があるのか？」と疑問に思っていました。2年生以上の学生達は、Macbookを「道具」として
使いこなしています。（工学系の）高専・私立大学・国立大学での教育経験から、全員がこれだけ
Macbookを使いこなすことができる大学は知りません。
　私は、ICTサポートデスクで、学生のMacbookについて、アドバイスする機会が多いです。先日、4年生の学生が、
「Macbookを使いすぎたため、ついに電源が入らなくなってしまいました。」と相談に来ました。奇跡的に1度だけ電源が入
り、重要なデータのみバックアップできました。しかし、翌日、再起動が不可能となり、「あ～、私のMacちゃん～」と言い、学生
は、ぐったりしていました。私の人生の中で、ここまでMacbookを愛して、使っている学生に出会ったのは初めてです。
　今の大学生はスマホやタブレット端末しか使えません。本学の大学生達の情報リテラシーの高さを自慢してはいかがで
しょうか？

桑本  佳代子
専任講師
（サイコロジカル・サービス領域）

「臨床心理学を超えて」

　はじめまして。2019年4月から専任講師として赴任いたしました桑本佳代子と申します。私の
専門は臨床心理学で、これまで、単科の精神科病院、総合病院、メンタルクリニックなどの医療機
関をはじめ、スクールカウンセラー、開業臨床などで臨床活動を営んできました。
　臨床心理学の中でも、私のオリエンテーションは精神分析でありまして、精神分析的な視点で
ものをみること、クライエントさんと接すること、その場のありようをみること、自分自身を観察すること、そしてそれらを臨床
に生かすことを日々目指しております。そのため、教育にあたりましても、精神分析的なものの見方、理解の仕方、感じ方をお
伝えすることが多いと思います。
　研究では、精神分析的心理療法においては、セラピストのどのような接し方がクライエントとの関係で求められているのか
を中心に事例研究などを行ってきましたが、昨今では人はなぜ生きられるのか、死にたくなるのか、どう苦しみを克服してい
くのか、といった生と死の課題に取り組んでおります。後者の研究につきましては、臨床心理学はもちろん、精神医学、文学や
哲学などといった幅広い領域を視野に入れて考えていきたいと思っています。

　COC+は令和元年度をもって補助事業は修了となりますが、山梨英
和大学では今後もやまなしで地元のために活躍してくれる学生を養成
するために、このコース教育プログラムを継続することを考えておりま
す。COC+の教育プログラムをベースとする「山梨地域コーディネー
ター養成プログラム（仮称）」をあらたにカリキュラムの中に組み込んで
ゆくことを検討しています。山梨英和大学は地元出身の学生が多く、卒
業後も山梨やその周辺で活躍する人材を多く輩出しています。今後の
地方創生や少子高齢化・人口減時代の現代を強く生き抜くことができる
人材の育成に貢献してゆきたいと思います。

コース修了証を手にする本学学生
（やまなし未来創生会議にて）
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学生サービス部　次長

進路情報等
本学における学生支援について

　2019年3月に卒業した学生の就職率は、94％でした。そ
のうち67.9％が地元山梨県内の企業に就職しております。
2020年卒学生の就職活動は、引き続き学生側に有利な売
り手市場が続いており内定を獲得しやすい環境が続いてお
ります。しかし2020年に開催されるオリンピック後には、景
気及び雇用環境の冷え込みが予想されております。更に、日
本経済団体連合会の新卒一括採用見直しにより通年採用
が拡大し、従来の日本の雇用慣行が変化してくるため、学
校・学生にも柔軟な対応が求められます。
　その様な状況を考慮して、学生への就職・進路サポートと
いたしまして2019年7月よりキャリアコンサルタントを学生
サービス部に配置いたしました。履歴書添削・面接指導から
就職後のキャリア形成まで相談に応じております。キャリア
コンサルタント以外にも、進路担当職員及びヤングハロー
ワークによる履歴書添削・面接指導を行っております。
　また、3年生にはインターンシップ参加希望者へのサポー
トや就職活動に向けて進路ガイダンスを行っております。近
年、インターンシップへの参加がスタンダードとなってきて
いる現状を踏まえ、希望があれば２年生からでも単位認定
インターンシップへの参加のサポートを行っております。イ
ンターンシップへ参加する事への心構えから、企業での就労
体験を通して自分の強み・弱みは何かを発見できるよう事

前に教育を行っております。3年生の秋から冬にかけては、
就職や進学を控えている3年生を対象に学生・保護者様・そ
して進路担当職員による三者面談を行っております。希望さ
れる進路について聴き取りを行い、また大学からも情報提
供を行う事で保護者様の理解を深め親子で卒業後の進路
について考えていただくきっかけになっております。
　２年生以下の低学年の学生には、履修に関することや課
外活動に至るまで学生生活全般について相談にのっており
ます。希望があれば自身のキャリア形成についてもキャリア
コンサルタントを交えて相談に応じておりますのでご利用
ください。是非とも低学年から大学卒業後のキャリアにつ
いて考える習慣を付けていただきたいと考えます。
　就職活動・卒業後のキャリアには、学生時代をいかに過ご
したかが大きく影響します。学生時代の自由に使える時間
を研究に充てるもボランティア活動に充てるも自身の納得
のいく形で過ごしていただきたいと考えます。学生時代の
自由な時間が、いかに幸せな時間かを保護者様からも学生
に伝えてあげて下さい。一生懸命に打ち込んだことからは、
必ず人生の指針になるものが得られます。学生サービス部
では学生生活全般から就職活動まで幅広く相談に応じてお
りますので遠慮なくご利用下さい。

「教員紹介」教育・研究情報、雑感等について

杉村  篤志
専任講師
（グローバル・スタディーズ領域）

村岡花子の「心寂しさ」と「不愉快」について

　「花をぽつりと切って、花の恰好や色だけを大騒ぎする西洋人は、まるで花の愛しかたを知りませんね。枝ぶりを娯しむとか、葉の
色を鑑賞するとかいうことは、てんで知らないんですね」。敗戦から2年後、1947年に書かれたエッセイ「おけいこごと雑感」におい
て村岡花子は、戦前、ある「風雅な人々ばかりの座談会」に出席した際に耳にした上記の言葉を引いています（『それいゆ』5号、『美し
く生きるために』所収）。
　「日本人でなけりゃあ、花や茎の道は分かりませんね」。このようなことばに深く頷き、「日本人としての誇り」を再確認するような人
の姿は、現代日本においても珍しいものではないかもしれません。村岡はそのような態度を、「ひとりよがり」の傲岸と「みずから深く
人生を索ろうとする謙虚な態度」の欠如のあらわれとして厳しく批判しました。当時の思いを彼女はこう書いています。「いやしくも、日本伝統の芸術として誇っている茶
道や華道が、こんな低俗な自画自賛論（ママ）で持ちあげられていいものだろうかと、私はその時ひどく心寂しさをおぼえた。（中略）西洋人に花や木や石の美が解せられ
ないなどと考える不遜さくらい不愉快なものはない」。
　1930年代以降、大日本帝国を覆いつくした「低俗な自画自賛論」の代償は大きなものでした。「憲政の神様」尾崎行雄は『民主政治読本』（1947）において、日本の敗
戦の根本原因として次の事柄を挙げています̶ 「̶日本人ほどえらい人間はない。（中略）もう西洋に學ぶ必要はない。これからは、何でも日本流にやればいいのだとい
うといううぬぼれきつた點」。「この頃何となく女のひとたちが元気が出たようにみなさんはお考えにならないでしょうか」。同年、少女雑誌『ひまわり』創刊号で村岡はこう
読者に問いかけています。「それよりも、みなさん方自身はきっと、非常にのびのびと自由な気持ちがしていらっしゃるのだろうと想像します。新憲法が男女は人間として
のねうちに於て同等だということを、はっきりと言っているのです」（「＜女学生時評＞ 新しい憲法」『美しく生きるために』所収）。
　英米文学研究者にとって、甲府は村岡花子の名と分かちがたく結びついた街です。『赤毛のアン』の翻訳者として後に世に知られることになる村岡が、山梨英和女学校
の英語教員を退職したのが1919年（大正8年）。第一次世界大戦の終結を迎えたヨーロッパではパリ講和会議が開かれ、民族自決の国際的機運とともに、インドではマ
ハトマ・ガンディーが非服従・非暴力運動を開始し、朝鮮半島では大日本帝国からの独立を目指す三・一運動が起こり、それが朝鮮総督府によって武力弾圧された年で
す。村岡が甲府を去ってちょうど100年となる本年より山梨英和大学で「英米文学史」や「英米文学講読」を担当することになった私は、学生とともに、村岡が戦前に感じ
た「心寂しさ」や「不愉快」、また、多くの戦後女性が享受することになった「非常にのびのびと自由な気持ち」の意味を考えることの重要性を改めて思います。

大竹  洋平
専任講師
（メディア・サイエンス領域）

確かな教養を目指して

　こちらに赴任して数ヶ月、正門から研究棟への長い道も日々楽しみに向かっています。熱心で
温和な同僚たちとともに、謙虚で真面目な学生たちと学んでいくことにやりがいを感じているか
らです。それが可能になるのは、山梨英和が信仰にもとづき、地域に根ざした教育を長年続けて
きたからかと思います。
　教職員スタッフ同士で、教育のあり方について日々議論を重ね、講義やゼミの前日も遅くまで、学生のための教育内容・方
法を考えています。終わった後にも、さらにどういった工夫ができただろうか、より適した対応がありえただろうか、と省察す
る毎日です。一人一人を見ながら教育を考えられるのも、少人数教育による恩恵です。
　一方で、最先端の研究を続けていくことによって、学生の教育に還元していく必要もあります。ですから、情報学・教育学・
それらの複合領域を専門とする私も、多種多様な情報にも、常に敏感でありたいと思っています。
　今後も、卒業生の方 ・々保護者の方 ・々地域の方々などに支えられながら、教職員と協同して、教育研究に励んでいきたく
思います。私も学生ととともに、日々学び・考え、豊かな心を育んでいきます。

「教員紹介」教育・研究情報、雑感等について

劉   楠 専任講師
（グローバル・スタディーズ領域）

学界におけるダイバーシティ推進
～男女共同参画社会の実現に向けて～

　中国出身の私は、お茶の水女子大学でワークライフバランスについて家族社会学の研究に勤しんだこと、また、
様々なライフスタイルを持つ女性に出会ったことは、日本の女性のキャリア形成を考えるうえで、貴重な経験となり
ました。出産育児を経て忙しい育児生活を送りながらも仕事を継続している女性の姿を直接見られたことは、仕事と
家庭を両立する女性としての道を開こうと思う重要な契機となりました。
　中国では、かつて「男性も女性も仕事・家事・育児」でしたが、「婦女回家」（女性は家に帰れ）キャンペーンに伴い、
男女の役割分業の観念の固定が戻されつつあります。中国でも、女性の二重負担の軽減や女性の働き方、男女のワークライフバランスを見直すべき
ところです。他方で、日本では女性が出産後に継続就業するには、企業の制度や職場の雰囲気が大きな鍵を握っていることが明らかにされています。
職場としては、子どもや配偶者など家族の状況を可視化することによりメンバー間の理解を深める、時間制約がある人にもそれまでのキャリアを生
かすことのできる仕事を割り振る、といった取り組みが有効です。
　しかしながら、2018年12月に世界経済フォーラム（World Economic Forum）において各国における男女格差を測るジェンダー・ギャップ指数
（Gender Gap Index：GGI）を発表しましたが、そのなかで、日本の順位は調査対象149か国のうち110位という不名誉な最下位グループにいるこ
と、また、女性管理職登用制度や男女共同参画事業が推進されている企業もまだ少ないという現状にあり、これらの改善が期待されます。大学にお
いても女性研究者の働き方の見直し、教育・研究活動と育児との両立支援体制を整える必要があると考えます。学界の豊富な人材のうち、大学に活
用されている女性研究者はまだ2割に留まっています。より一層、学界の女性研究者の人材が教育界に携わることが必要であり、男女共同参画事業
において、女性研究者の視点の導入により調査研究の水準を向上させていくことも必要です。
　1889(明治22)年に「山梨英和女学校」が創設され、今年130周年を迎えた山梨英和学院は、これまで引き継いた女子教育の伝統に貢献し続ける
ことを願いつつ、男女ともに、より一層多くの学生が研究者の世界で羽ばたくよう、務める所存です。

土屋  マチ
専任講師
（サイコロジカル・サービス領域）

「私のこと」と「山梨英和大学のこと」

　この10年間くらい私が関心を持っている研究テーマは、昔から躁うつ病と言われている気分障
害の中の、ある種の病態（双極Ⅱ型障害）にある人たちの病理病態診断をTATとロールシャッハ法
という心理検査を用いて行うことです。そして、これらの検査法上に見られる反応パターンを利用
して、双極Ⅱ型障害の鑑別診断が可能になるという心理臨床アセスメントに関することです。
　TATはThematic Apperception Testの略称であり、主題統覚検査などと訳されています。この検査図版は1943年に
アメリカのハーバード大学で考案され、ロールシャッハ法と並んで、投映法形式の心理検査の中では代表的なものと考えら
れています。しかし、その分析・解釈法の難しさから、実際の心理臨床場面での利用頻度は低いという実態を私は残念に思っ
ています。そこで先輩研究者たちと2015年秋に、『日本TAT研究会』という全国的な勉強・研究組織を立ち上げ、様々な心理
臨床領域にTATを根づかせるためのシンポジウムや研修会を開催するという活動を行っています。
　私は心理臨床という学は、きめ細かな指導を行える関係性の中でこそ教科書を超えた「心理臨床の芽」が育ちうると考え
ています。この4月に山梨英和大学に赴任し、一学部一学科というこのサイズ感と濃密な心理臨床環境は、とても贅沢な学び
の環境になっていることを感じています。

たの

さぐ

おい

てん
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ります。しかし2020年に開催されるオリンピック後には、景
気及び雇用環境の冷え込みが予想されております。更に、日
本経済団体連合会の新卒一括採用見直しにより通年採用
が拡大し、従来の日本の雇用慣行が変化してくるため、学
校・学生にも柔軟な対応が求められます。
　その様な状況を考慮して、学生への就職・進路サポートと
いたしまして2019年7月よりキャリアコンサルタントを学生
サービス部に配置いたしました。履歴書添削・面接指導から
就職後のキャリア形成まで相談に応じております。キャリア
コンサルタント以外にも、進路担当職員及びヤングハロー
ワークによる履歴書添削・面接指導を行っております。
　また、3年生にはインターンシップ参加希望者へのサポー
トや就職活動に向けて進路ガイダンスを行っております。近
年、インターンシップへの参加がスタンダードとなってきて
いる現状を踏まえ、希望があれば２年生からでも単位認定
インターンシップへの参加のサポートを行っております。イ
ンターンシップへ参加する事への心構えから、企業での就労
体験を通して自分の強み・弱みは何かを発見できるよう事

前に教育を行っております。3年生の秋から冬にかけては、
就職や進学を控えている3年生を対象に学生・保護者様・そ
して進路担当職員による三者面談を行っております。希望さ
れる進路について聴き取りを行い、また大学からも情報提
供を行う事で保護者様の理解を深め親子で卒業後の進路
について考えていただくきっかけになっております。
　２年生以下の低学年の学生には、履修に関することや課
外活動に至るまで学生生活全般について相談にのっており
ます。希望があれば自身のキャリア形成についてもキャリア
コンサルタントを交えて相談に応じておりますのでご利用
ください。是非とも低学年から大学卒業後のキャリアにつ
いて考える習慣を付けていただきたいと考えます。
　就職活動・卒業後のキャリアには、学生時代をいかに過ご
したかが大きく影響します。学生時代の自由に使える時間
を研究に充てるもボランティア活動に充てるも自身の納得
のいく形で過ごしていただきたいと考えます。学生時代の
自由な時間が、いかに幸せな時間かを保護者様からも学生
に伝えてあげて下さい。一生懸命に打ち込んだことからは、
必ず人生の指針になるものが得られます。学生サービス部
では学生生活全般から就職活動まで幅広く相談に応じてお
りますので遠慮なくご利用下さい。

「教員紹介」教育・研究情報、雑感等について

杉村  篤志
専任講師
（グローバル・スタディーズ領域）

村岡花子の「心寂しさ」と「不愉快」について

　「花をぽつりと切って、花の恰好や色だけを大騒ぎする西洋人は、まるで花の愛しかたを知りませんね。枝ぶりを娯しむとか、葉の
色を鑑賞するとかいうことは、てんで知らないんですね」。敗戦から2年後、1947年に書かれたエッセイ「おけいこごと雑感」におい
て村岡花子は、戦前、ある「風雅な人々ばかりの座談会」に出席した際に耳にした上記の言葉を引いています（『それいゆ』5号、『美し
く生きるために』所収）。
　「日本人でなけりゃあ、花や茎の道は分かりませんね」。このようなことばに深く頷き、「日本人としての誇り」を再確認するような人
の姿は、現代日本においても珍しいものではないかもしれません。村岡はそのような態度を、「ひとりよがり」の傲岸と「みずから深く
人生を索ろうとする謙虚な態度」の欠如のあらわれとして厳しく批判しました。当時の思いを彼女はこう書いています。「いやしくも、日本伝統の芸術として誇っている茶
道や華道が、こんな低俗な自画自賛論（ママ）で持ちあげられていいものだろうかと、私はその時ひどく心寂しさをおぼえた。（中略）西洋人に花や木や石の美が解せられ
ないなどと考える不遜さくらい不愉快なものはない」。
　1930年代以降、大日本帝国を覆いつくした「低俗な自画自賛論」の代償は大きなものでした。「憲政の神様」尾崎行雄は『民主政治読本』（1947）において、日本の敗
戦の根本原因として次の事柄を挙げています̶ 「̶日本人ほどえらい人間はない。（中略）もう西洋に學ぶ必要はない。これからは、何でも日本流にやればいいのだとい
うといううぬぼれきつた點」。「この頃何となく女のひとたちが元気が出たようにみなさんはお考えにならないでしょうか」。同年、少女雑誌『ひまわり』創刊号で村岡はこう
読者に問いかけています。「それよりも、みなさん方自身はきっと、非常にのびのびと自由な気持ちがしていらっしゃるのだろうと想像します。新憲法が男女は人間として
のねうちに於て同等だということを、はっきりと言っているのです」（「＜女学生時評＞ 新しい憲法」『美しく生きるために』所収）。
　英米文学研究者にとって、甲府は村岡花子の名と分かちがたく結びついた街です。『赤毛のアン』の翻訳者として後に世に知られることになる村岡が、山梨英和女学校
の英語教員を退職したのが1919年（大正8年）。第一次世界大戦の終結を迎えたヨーロッパではパリ講和会議が開かれ、民族自決の国際的機運とともに、インドではマ
ハトマ・ガンディーが非服従・非暴力運動を開始し、朝鮮半島では大日本帝国からの独立を目指す三・一運動が起こり、それが朝鮮総督府によって武力弾圧された年で
す。村岡が甲府を去ってちょうど100年となる本年より山梨英和大学で「英米文学史」や「英米文学講読」を担当することになった私は、学生とともに、村岡が戦前に感じ
た「心寂しさ」や「不愉快」、また、多くの戦後女性が享受することになった「非常にのびのびと自由な気持ち」の意味を考えることの重要性を改めて思います。

大竹  洋平
専任講師
（メディア・サイエンス領域）

確かな教養を目指して

　こちらに赴任して数ヶ月、正門から研究棟への長い道も日々楽しみに向かっています。熱心で
温和な同僚たちとともに、謙虚で真面目な学生たちと学んでいくことにやりがいを感じているか
らです。それが可能になるのは、山梨英和が信仰にもとづき、地域に根ざした教育を長年続けて
きたからかと思います。
　教職員スタッフ同士で、教育のあり方について日々議論を重ね、講義やゼミの前日も遅くまで、学生のための教育内容・方
法を考えています。終わった後にも、さらにどういった工夫ができただろうか、より適した対応がありえただろうか、と省察す
る毎日です。一人一人を見ながら教育を考えられるのも、少人数教育による恩恵です。
　一方で、最先端の研究を続けていくことによって、学生の教育に還元していく必要もあります。ですから、情報学・教育学・
それらの複合領域を専門とする私も、多種多様な情報にも、常に敏感でありたいと思っています。
　今後も、卒業生の方 ・々保護者の方 ・々地域の方々などに支えられながら、教職員と協同して、教育研究に励んでいきたく
思います。私も学生ととともに、日々学び・考え、豊かな心を育んでいきます。

「教員紹介」教育・研究情報、雑感等について

劉   楠 専任講師
（グローバル・スタディーズ領域）

学界におけるダイバーシティ推進
～男女共同参画社会の実現に向けて～

　中国出身の私は、お茶の水女子大学でワークライフバランスについて家族社会学の研究に勤しんだこと、また、
様々なライフスタイルを持つ女性に出会ったことは、日本の女性のキャリア形成を考えるうえで、貴重な経験となり
ました。出産育児を経て忙しい育児生活を送りながらも仕事を継続している女性の姿を直接見られたことは、仕事と
家庭を両立する女性としての道を開こうと思う重要な契機となりました。
　中国では、かつて「男性も女性も仕事・家事・育児」でしたが、「婦女回家」（女性は家に帰れ）キャンペーンに伴い、
男女の役割分業の観念の固定が戻されつつあります。中国でも、女性の二重負担の軽減や女性の働き方、男女のワークライフバランスを見直すべき
ところです。他方で、日本では女性が出産後に継続就業するには、企業の制度や職場の雰囲気が大きな鍵を握っていることが明らかにされています。
職場としては、子どもや配偶者など家族の状況を可視化することによりメンバー間の理解を深める、時間制約がある人にもそれまでのキャリアを生
かすことのできる仕事を割り振る、といった取り組みが有効です。
　しかしながら、2018年12月に世界経済フォーラム（World Economic Forum）において各国における男女格差を測るジェンダー・ギャップ指数
（Gender Gap Index：GGI）を発表しましたが、そのなかで、日本の順位は調査対象149か国のうち110位という不名誉な最下位グループにいるこ
と、また、女性管理職登用制度や男女共同参画事業が推進されている企業もまだ少ないという現状にあり、これらの改善が期待されます。大学にお
いても女性研究者の働き方の見直し、教育・研究活動と育児との両立支援体制を整える必要があると考えます。学界の豊富な人材のうち、大学に活
用されている女性研究者はまだ2割に留まっています。より一層、学界の女性研究者の人材が教育界に携わることが必要であり、男女共同参画事業
において、女性研究者の視点の導入により調査研究の水準を向上させていくことも必要です。
　1889(明治22)年に「山梨英和女学校」が創設され、今年130周年を迎えた山梨英和学院は、これまで引き継いた女子教育の伝統に貢献し続ける
ことを願いつつ、男女ともに、より一層多くの学生が研究者の世界で羽ばたくよう、務める所存です。

土屋  マチ
専任講師
（サイコロジカル・サービス領域）

「私のこと」と「山梨英和大学のこと」

　この10年間くらい私が関心を持っている研究テーマは、昔から躁うつ病と言われている気分障
害の中の、ある種の病態（双極Ⅱ型障害）にある人たちの病理病態診断をTATとロールシャッハ法
という心理検査を用いて行うことです。そして、これらの検査法上に見られる反応パターンを利用
して、双極Ⅱ型障害の鑑別診断が可能になるという心理臨床アセスメントに関することです。
　TATはThematic Apperception Testの略称であり、主題統覚検査などと訳されています。この検査図版は1943年に
アメリカのハーバード大学で考案され、ロールシャッハ法と並んで、投映法形式の心理検査の中では代表的なものと考えら
れています。しかし、その分析・解釈法の難しさから、実際の心理臨床場面での利用頻度は低いという実態を私は残念に思っ
ています。そこで先輩研究者たちと2015年秋に、『日本TAT研究会』という全国的な勉強・研究組織を立ち上げ、様々な心理
臨床領域にTATを根づかせるためのシンポジウムや研修会を開催するという活動を行っています。
　私は心理臨床という学は、きめ細かな指導を行える関係性の中でこそ教科書を超えた「心理臨床の芽」が育ちうると考え
ています。この4月に山梨英和大学に赴任し、一学部一学科というこのサイズ感と濃密な心理臨床環境は、とても贅沢な学び
の環境になっていることを感じています。

たの
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紅楓祭実行委員会より

『学生のために』 学生会　会長
小澤 有希さん（３年）

紅楓祭実行委員会　委員長
秋山 美穂さん（３年）

　紅楓祭実行委員会についてご紹介します。私たちは、毎年１１月に
行われる紅楓祭に向けて、イベントの企画・運営、駐車場警備、会場設
営、当日のゲストの方々との交渉や接遇、企業へのスポンサー依頼な
ど紅楓祭運営に関わる活動全体を担っています。各サークルやゼミ
ナールが展示やステージ発表などを通して、日々の活動成果を伝え、
企業や地域の方々と交流できる場である紅楓祭を皆様に楽しんでい
ただけるよう、日々全力で活動しています。
　今年度のテーマは「紅耀」（こうよう）です。このテーマは、キラキラ
輝く学園祭にしていきたいという思いを一番において、考案しました。
そしてさらに紅耀には、光耀と紅葉、高揚の３つの意味が込められて
います。たくさんのイベントがある本学でも、紅楓祭は一番大きなイベントです。この紅楓祭を運営していく私たちひとりひと
りが輝き、そして来てくださった方ひとりひとりが輝く笑顔で楽しんでいただけるような、みんなの気分が高まっていく紅楓祭
にしていきたいと考えています。
　そのために、今、紅楓祭実行委員全員が一丸となって様々な企画を模索しています。これまでの先輩方が作り上げてきた紅
楓祭を、活かし、反省し、来て良かった、また来たいと思っていただけるように、実行委員会みんなで意見を出し合っています。
今年は３年生が少ないので、先生や紅楓祭実行委員以外の学生にも、たくさんの助けをいただいて活動してくることができま
した。そのことに心より感謝するとともに、今まで以上に楽しんでいただける紅楓祭にできるように、紅楓祭実行委員全員で
精一杯活動し、成長していきます。
　学生、地域の方々、企業の皆様、多くの方々にご支援いただいていることに心より感謝申し上げますとともに、皆様のお越し
を紅楓祭実行委員会一同、心よりお待ちしております。

　学生会についてご紹介します。学生会は、企画・書記・広報・会計の4つの部
署からなり、学生の皆様から頂いた学生会費を使用して、各サークルの予算
管理、イベントの企画・運営を行なっています。いわゆる学生会は、学生を大
学とつなぐ架け橋のような組織であり、私達を含めた学生の皆さんがより良
い大学生活を過ごすことができるように日々活動をしています。
　今年度の学生会の目標は「本音と向き合う」です。昨年度に引き続き、学生
に寄り添った活動を行うことを心掛け、加えて、学生が感じている意見を学
生方から聞き、それらを学生会の活動に反映して活かせるような活動を目標
としています。そのため、昨年度よりイベント回数を減らし、その分一つ一つ
のイベントの質を向上させ、学生の皆さんが参加しやすい環境にすることや、現在サークル数が減少傾向であったため、積極
的に新規サークルの立ち上げに協力を行っていくことを考えています。開催したイベント及び、開催予定のイベントとして、七
夕・クリスマス祝会・フェアウェルパーティの３つです。他に、カートメルこども園など地域のイベントのボランティアへも参加
予定をしています。また、これまでに3つの新規団体を設立し、これから設立予定の団体もいくつかあります。そして、サークル
面談やイベントのアンケートの意見を聞くと、学生がこのようにしてもらえたら良いという要望や、困っていることなどの悩み
を直に聞くことができ、私たち学生会の存在がいかに重要なポジションかを感じました。これからもイベントやサークル関係
を通して学生に寄り添い、縁の下の力持ちのように陰ながら学生方を支えながら活動を続けていきたいです。学生会メンバー
は現在１４名と少ない人数ですが、ここまで活動を続けられているのは本当に多くの方のご尽力あってこそだと思います。ま
だまだ至らぬ点ばかりではございますが、学生会を今後ともどうぞよろしくお願い致します。

「学生会」紹介

「紅楓祭実行委員会」紹介

先輩の背中を見て後輩は育つ

　保健室に勤務し今年で14年目になります。毎年4月にはど
んな学生が入学してくるのかと、期待と不安に胸を膨らませ
ながら入学式を迎えます。学年によって、雰囲気も異なり、学
年の特色が不思議と出てきます。
　遡ること3年前。現在の4年生は、入学当初より保健室利用
が盛んでした。とても素直で繊細な学生が多い印象を持ち、
かつ穏やかな雰囲気の学年でした。現在、今まで培ってきた
経験を生かし、卒業論文や就職活動、大学院受験に臨んでい
ます。努力が実るまでの道のりは本当に大変ですが、こつこ
つと単位を取り、着実に就職活動を行い、時に不安定になり
ながら、泣きながら、つらい思いを吐露しながら、保健師も
同志のような気持ちで思いを受け止め、応援してきました。
大学生活で様々な経験ができた学生は、もうすぐ社会のス
タートラインに立とうとしています。入学してから今まで、学
生たちの新たな自立の芽が育つ様子や成長の過程を間近で
見守ることができ、嬉しく思います。
　毎年、4月から夏季休暇までの保健室は1年生が多く利用

します。今年も例外なく1年生の利用が多く、頭が重い、なん
となく体調が悪い、疲労感が取れない、よく眠れないなど不
定愁訴に悩む学生が目立ちました。慣れない大学での講義、
レポート作成、新たな人間関係構築での悩みで心身に不調
をきたす学生も少なくはありません。また、前期は就職活動
を終えた4年生も憩いの場として保健室を訪れています。1
年生の頃は、今の1年生と同じような悩みを抱え不調と折り
合いをつけながら過ごしてきました。そんな4年生が下級生
に対し、前向きなアドバイスをしている姿を見て、頼もしい
力強い背中だなぁと、とても嬉しく感じました。保健師が10
のアドバイスを行うより、先輩が体験談を１つ語る方がはる
かに学生の力になる場合もあると思います。保健室では、先
輩の背中を見て、後輩が刺激を受け、様々なことに邁進して
いこうとする良い連鎖も生じています。
　これからも心身のことについて、気軽に相談できる保健
室でありたいと思います。

雨宮 加奈
保健室　保健師

保健室だより

　今年度も学生相談室にはすでに沢山の学生が訪れていま
す。夏休み前の時点で、カウンセリングに来談した学生は学
生全体の15％（7人に1人）、タコ焼きパーティーやヨガや季節
飾り作りなどのイベントも含めればそれ以上の学生たちが
相談室を利用しています。
　中でも毎年1年生は最も相談室でカウンセリングを活用し
ている学年です。それまでの生活を終えて大学という新しい
環境に慣れるという大きな課題に直面する学年ですから、履
修の仕方から、生活の困り事、サークルやアルバイトでの人
間関係、中にはこの大学で学びを続けるのかという相談ま
で、1年生が相談室で語る悩みは多種多様です。
　特に2016年度からは年に1回以上カウンセリングを受け
た学生の割合が20%（5人に1人）を超えるようになったので
すが、急増の理由を考えてみると、1年生ゼミ（『基礎ゼミ
ナール』といいます）向けの相談室体験ガイダンスがシラバ
スに組み込まれ、全クラスが必ず参加するようになったこと
が影響しているのではないかと思います。基礎ゼミ担当の先

生方と3名のカウンセラーが協力し、授業のひとコマを使っ
て実際に相談室を訪れてもらい、相談室の使い方の説明と
クラスメイトとの交流を楽しむワークを体験してもらいま
す。学内資源である相談室に親しんでもらい、相談の敷居を
少しでも下げようというのが狙いです。
　私たちは何かを相談しようと思うと、誰でも少し構えてし
まいがちです。しかし、一人ひとりは不完全な存在だとして
も、お互いに助け合うことで命をつないできたのが私たち人
間です。そう思えば、隣人を助けることができる人になること
と同じくらい、自分が必要な時に誰かに助けを求められるよ
うになることは大切です。そこで、先のガイダンスでは「自分
のことは自分でやってみるし、必要な時は助けを求める、そ
ういう本当に自立した大人になってほしい」と毎年1年生に伝
えています。
　助けたり、助けられたり、そういう豊かな人間関係のあふ
れる山梨英和大学となるよう願いながら、今日も相談室を
開けています。

本当の自立を助ける学生相談室
設樂 友崇

学生相談室　主任カウンセラー

学生相談室だより
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紅楓祭実行委員会より
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　紅楓祭実行委員会についてご紹介します。私たちは、毎年１１月に
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2019 年度　山梨英和大学後援会総会報告
日　時：2019年5月26日(土)午後2時30分から午後4時まで
場　所：山梨英和大学　101教室
開会の言葉 渡辺信二　後援会名誉副会長（領域長）
挨　　　拶 武川高仁　後援会会長
  菊野一雄　後援会名誉会長（学長）
議　　　事
第１部　総会(午後2時30分から午後3時15分まで)
　　1．2018年度山梨英和大学後援会事業報告について
　　2．2018年度山梨英和大学後援会会計決算について
　　3．2019年度山梨英和大学後援会役員について
　　4．2019年度山梨英和大学後援会事業計画について
　　5．2019年度山梨英和大学後援会会計予算について
　　6．後援会長の交代について

　事務局から、配付資料に基づき、1から6までの議案について提
案説明があり、審議の結果、①2018年度山梨英和大学後援会事業
報告、②2018年度山梨英和大学後援会会計決算、③2019年度山
梨英和大学後援会役員（武川高仁会長からの辞任申出等を踏まえ，
総会において満場一致で飯島正敏名誉会員を会長に選任し，また，
欠員となった監事１名を選任した。）④2019年度山梨英和大学後
援会事業計画、⑤2019年度山梨英和大学後援会会計予算、⑥後援
会長の交代（新後援会長から就任の挨拶があった。）の各議案を原
案のとおり承認した。

閉会のことば　難波道弘　後援会名誉副会長（領域長）

第２部　説明会（午後3時15分から午後4時まで）
司　会　高橋寛子　後援会名誉副会長（領域長）
内　容　難波道弘領域長・担当長(学生サービス担当）から、パワー
　　　　ポイント（資料配付）により、学生生活等について説明が
　　　　あった。

 

日　　　時　　2019年9月28日（土）11時～15時
会　　　場　　山梨英和大学
プログラム
【午前の部】会場 ： 101教室
10:30～  受付
11:00～11:30 説明（英和人としての学生生活 ： 学びとキャ
  リアサポートについて）
【昼　　食】会場 ： かえでホール（学生食堂）
１１：４０～１３：００ ランチバイキング
【午後の部】会場 ： 各教員研究室(事前予約制/相談時間30分程度)
13:10～15:00 アドバイザー教員（担任）等による学業・学生生
  活などの個別相談
※ 当日受付順でゼミカフェにおいて、担当職員による学業・学生生
 　活などの相談会を開催

２０１9年度　「保護者懇談会」

2019年度後期行事予定

4月2日(火) 山梨英和大学後援会1年生部会開催(山梨英
 和大学入学式後)
 1年生理事選出
5月25日(土) 山梨英和大学後援会理事会及び総会開催
 2018年度事業報告､2018年度決算､2019年
 度役員､2019年度事業計画及び2019年度予算
9月 会報｢かけはし｣第48号発行(印刷費他)

9月28日(土) 保護者懇談会共催(補助活動補給費)
11月2日(土)･3日(日) 第18回紅楓祭補助(補助活動補給費)
11月～3月 売店(コンビニ)運営費補助(補助活動補給費)
 マイナビ就職EXPOバス代支出(厚生就職費)
 就職活動諸費協力金支出(厚生就職費)
 大学広報活動費支出(広報補助費)
 山梨英和学院(寄付金)へ寄付(寄付金)
3月13日(金) 卒業記念品(校章入り名刺入れ)贈呈(卒業記念品費)

  9月23日(月) 後期・第３クォーター授業開始
  9月28日(土) 保護者懇談会
10月16日(水) 半日修養会（１・２限の授業休講）
10月31日(木) 後期学費・後援会費等納付期限
 （１０月１日から）
11月  2日(土)･3(日) 学園祭（楓風祭）
11月25日(月) 第４クォーター授業開始
11月26日(火)  クリスマスツリー点火祭
 （５・６限の授業休講）
12月13日(金) 成績発表（第３クォーター科目）
12月24日(火)～1月6日(月) 冬季休業
  1月  7日(火)  授業再開
  2月10日(月)～3月31日(火) 春季休業
  2月26日(水) 成績発表
 （通年・後期・第４クォーター科目）
  3月12日(木) 卒業礼拝
  3月13日(金) 学位記授与式

２０１9年度　山梨英和大学後援会事業計画



KAKEHASHI 2019 vol.48 12

2019 年度　山梨英和大学後援会総会報告
日　時：2019年5月26日(土)午後2時30分から午後4時まで
場　所：山梨英和大学　101教室
開会の言葉 渡辺信二　後援会名誉副会長（領域長）
挨　　　拶 武川高仁　後援会会長
  菊野一雄　後援会名誉会長（学長）
議　　　事
第１部　総会(午後2時30分から午後3時15分まで)
　　1．2018年度山梨英和大学後援会事業報告について
　　2．2018年度山梨英和大学後援会会計決算について
　　3．2019年度山梨英和大学後援会役員について
　　4．2019年度山梨英和大学後援会事業計画について
　　5．2019年度山梨英和大学後援会会計予算について
　　6．後援会長の交代について

　事務局から、配付資料に基づき、1から6までの議案について提
案説明があり、審議の結果、①2018年度山梨英和大学後援会事業
報告、②2018年度山梨英和大学後援会会計決算、③2019年度山
梨英和大学後援会役員（武川高仁会長からの辞任申出等を踏まえ，
総会において満場一致で飯島正敏名誉会員を会長に選任し，また，
欠員となった監事１名を選任した。）④2019年度山梨英和大学後
援会事業計画、⑤2019年度山梨英和大学後援会会計予算、⑥後援
会長の交代（新後援会長から就任の挨拶があった。）の各議案を原
案のとおり承認した。

閉会のことば　難波道弘　後援会名誉副会長（領域長）

第２部　説明会（午後3時15分から午後4時まで）
司　会　高橋寛子　後援会名誉副会長（領域長）
内　容　難波道弘領域長・担当長(学生サービス担当）から、パワー
　　　　ポイント（資料配付）により、学生生活等について説明が
　　　　あった。

 

日　　　時　　2019年9月28日（土）11時～15時
会　　　場　　山梨英和大学
プログラム
【午前の部】会場 ： 101教室
10:30～  受付
11:00～11:30 説明（英和人としての学生生活 ： 学びとキャ
  リアサポートについて）
【昼　　食】会場 ： かえでホール（学生食堂）
１１：４０～１３：００ ランチバイキング
【午後の部】会場 ： 各教員研究室(事前予約制/相談時間30分程度)
13:10～15:00 アドバイザー教員（担任）等による学業・学生生
  活などの個別相談
※ 当日受付順でゼミカフェにおいて、担当職員による学業・学生生
 　活などの相談会を開催

２０１9年度　「保護者懇談会」

2019年度後期行事予定

4月2日(火) 山梨英和大学後援会1年生部会開催(山梨英
 和大学入学式後)
 1年生理事選出
5月25日(土) 山梨英和大学後援会理事会及び総会開催
 2018年度事業報告､2018年度決算､2019年
 度役員､2019年度事業計画及び2019年度予算
9月 会報｢かけはし｣第48号発行(印刷費他)

9月28日(土) 保護者懇談会共催(補助活動補給費)
11月2日(土)･3日(日) 第18回紅楓祭補助(補助活動補給費)
11月～3月 売店(コンビニ)運営費補助(補助活動補給費)
 マイナビ就職EXPOバス代支出(厚生就職費)
 就職活動諸費協力金支出(厚生就職費)
 大学広報活動費支出(広報補助費)
 山梨英和学院(寄付金)へ寄付(寄付金)
3月13日(金) 卒業記念品(校章入り名刺入れ)贈呈(卒業記念品費)

  9月23日(月) 後期・第３クォーター授業開始
  9月28日(土) 保護者懇談会
10月16日(水) 半日修養会（１・２限の授業休講）
10月31日(木) 後期学費・後援会費等納付期限
 （１０月１日から）
11月  2日(土)･3(日) 学園祭（楓風祭）
11月25日(月) 第４クォーター授業開始
11月26日(火)  クリスマスツリー点火祭
 （５・６限の授業休講）
12月13日(金) 成績発表（第３クォーター科目）
12月24日(火)～1月6日(月) 冬季休業
  1月  7日(火)  授業再開
  2月10日(月)～3月31日(火) 春季休業
  2月26日(水) 成績発表
 （通年・後期・第４クォーター科目）
  3月12日(木) 卒業礼拝
  3月13日(金) 学位記授与式

２０１9年度　山梨英和大学後援会事業計画

2018年度山梨英和大学後援会決算書

２０１９年度山梨英和大学後援会会計予算書

（単位：円）
科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

前年度繰越金
前 期 会 費 ＠10,000×467名
後 期 会 費 ＠10,000×453名
雑 収 入 (2018年5月1日現在普通預金金利0.001％）

＠10,000×504名
＠10,000×492名
(2019年5月7日現在普通預金金利0.001％）

合 計

科　　目 本年度予算額 前年度予算額

本年度予算額 前年度予算額

差　　異 摘　　要

　支出の部 （単位：円）

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異 摘　　要

後援会会報印刷代(205,092円）、
総会資料印刷代他

理事会・総会茶菓子代他

設備補助積立金会計へ繰入
 (前期会費納付者数@2,000×467名)

卒業記念品 (@2,040×150+
振込手数料540円/在庫19個あり）
山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×453名）

就職活動諸費協力金
（就職指導・企業訪問/1,065,920円）
就職EXPOバス代(134,080円）

かけはし学生執筆謝礼（3名）

角２封筒代（2,000枚）、ﾗﾍﾞﾙ用紙代他
201教室ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾀｰ更新費用
(399,168円）、売店ﾎｯﾄｹｰｽ(94,608円）

紅楓祭（537,000円@1,000×537）、
保護者懇談会（142,521円）
売店（コンビニ）運営費補助(200,000円×2回）

紅楓祭（60万:@1,000×579）、
保護者懇談会（案内・昼食30万）
売店（ｺﾝﾋﾞﾆ）運営費補助(30万）

大学広報活動補助
会員・学生慶弔費(1件）

理事会・総会通知郵送代他、
ﾒｰﾙ便送料(理事会・総会＠68*468名+
後援会報@86*421名)

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費

用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費

広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費

予 備 費
次年度繰越金
合 計

２０１8年度 山梨英和大学設備補助積立金会計決算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 予　　算

予　　算

決　　算 差　　異  摘　　要
前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入） 本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×467名)
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息  (2018年5月1日現在普通預金金利0.001％）
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 決　　算 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金
学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）　　  
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続  

次年度繰越金
合 計

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2016年5月21日 2017年5月21日

2018年5月21日 2019年5月21日

(預金期間年利率0.2%）

(預金期間年利率0.06%）

(預金期間年利率0.03%）

(預金期間年利率0.03%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.025%）

(預金期間年利率0.01%）

2019年5月21日（満期日）見込額（※）

※ 2018年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

※ 2018年5月1日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

2019年5月21日（満期日）見込額（※）

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 決　算予　算 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

2019年度 山梨英和大学設備補助積立金会計予算書
（1）普通預金の部
　収入の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

前年度繰越金
設備補助積立金（定額繰入）   
設備補助積立金（特別繰入）
預金等利息
合 計

　支出の部 （単位：円）
科　　目 本年度予算額 前年度予算額 差　　異  摘　　要

設備補助支出

設備補助積立金

次年度繰越金
合 計

収入の部

（単位：円）

前年度繰越金
前 期 会 費
後 期 会 費
雑 収 入
合 計

　支出の部 （単位：円）

科　　目 差　　異 摘　　要
理事会・総会茶菓子代他
会長名刺代、角２封筒代（2,000枚）

後援会会報印刷代(22万）、総会資料印刷代他

設備補助積立金会計へ繰入
 (前期会費納付者数@2,000×504名)

就職活動諸費協力金（就職指導・企業訪問・
就職強化費）、就職EXPOバス代(15万）
大学広報活動補助
会員・学生慶弔費
卒業記念品 (@2,203×142（161-
在庫19個）)

山梨英和学院へ寄付
（後期会費納付者数@8,000×492名）
かけはし学生執筆謝礼他

理事会・総会通知郵送代＠82*504）
後援会報郵送代(＠140*504)他

山梨英和大学奨学資金（貸与奨学金）につい
ては、原資が充足されているため当面支援
を中断

会 議 費
消 耗 品 費
用 品 費

通 信 費

印 刷 費

奨 学 費

設備補助積立金
（定額繰入）

補助活動補給費

厚生就職費
広報補助費
福 利 費

卒業記念品費

寄 付 金

雑 費
予 備 費
次年度繰越金
合 計

収入の部

（3）設備補助積立金合計（満期日解約の場合） （単位：円）
区　分 本年度予算額 前年度予算額 差　異  摘　　　要

普 通 預 金
定 期 預 金
合 計

80,357 
4,690,000 
4,590,000 

15 
9,360,372 

61,097 
5,040,000 
4,920,000 

21 
10,021,118 

80,357 
4,690,000 
4,590,000 

15 
9,360,372 

△ 19,260
350,000
330,000

6
660,746

10,775,196 
938,000 

0 
85 

11,713,281 

0 

0 

11,713,281 
11,713,281 

0

0

11,709,289 
11,709,289 

0

0

3,992
3,992

11,713,281 
8,028,133 
19,741,414 

11,709,289 
8,028,133 
19,737,422 

3,992
0

3,992

2020年5月21日（満期日）見込額（※）
12,717,382 
8,028,813 
20,746,195 

11,713,281 
8,028,133 
19,741,414 

1,004,101
680

1,004,781

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 

8,027,453 8,028,133 680 28,133 
2017年5月21日 2018年5月21日 8,026,773 8,027,453 680 27,453

（2）定期預金の部 （単位：円）
預入日 満期日 金　　額 自動継続金額  利　　息 利息合計 摘　要

2009年5月21日 2010年5月21日
2010年5月21日 2011年5月21日
2011年5月21日 2012年5月21日
2012年5月21日 2013年5月21日
2013年5月21日 2014年5月21日
2014年5月21日 2015年5月21日
2015年5月21日 2016年5月21日
2015年5月21日 2017年5月21日
2017年5月21日 2018年5月21日

2019年5月21日 2020年5月21日
(預金期間年利率0.01%）

※ 2019年5月7日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

※ 2019年5月7日現在預金期間年利率0.01%（国税15.315%、地方税0%）

8,000,000 
8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 

8,012,800 
8,016,646 
8,018,576 
8,020,174 
8,021,772 
8,023,370 
8,025,074 
8,026,773 
8,027,453 

12,800 
3,846 
1,930 
1,598 
1,598 
1,598 
1,704 
1,699 
680 

12,800 
16,646 
18,576 
20,174 
21,772 
23,370 
25,074 
26,773 
27,453 

10,775,196 
934,000 

0 
93 

11,709,289 

10,000 
30,000 

500,000 

120,000 

220,000 

0 

938,000 

900,000 

1,200,000 

1,200,000 
50,000 

360,000 

3,672,000 

10,000 

100,000 
50,372 

9,360,372 

5,832 
20,123 

493,776 

102,862 

212,147 

0 

934,000 

1,079,521 

1,200,000 

1,200,000 
10,000 

331,020 

3,624,000 

6,000 

0 
61,097 

9,280,378 

4,168
9,877

6,224

17,138

7,853

0

4,000

△ 179,521

0

0
40,000

28,980

48,000

4,000

100,000
△ 10,725
79,994

10,000 
30,000 
100,000 

130,000 

250,000 

0 

1,008,000 

1,200,000 

1,400,000 
1,400,000 
50,000 

320,000 

3,936,000 

10,000 
100,000 
77,118 

10,021,118 

10,000 
30,000 
500,000 

120,000 

220,000 

0 

938,000 

900,000 

1,200,000 
1,200,000 
50,000 

360,000 

3,672,000 

10,000 
100,000 
50,372 

9,360,372 

0
0

△ 400,000

10,000

30,000

0

70,000

300,000

200,000
200,000

0

△ 40,000

264,000

0
0

26,746
660,746

80,357 
4,670,000 
4,530,000 

21 
9,280,378  

0
20,000
60,000
△ 6

79,994

0
4,000

0
△ 8
3,992

本会計から繰入 (前期会費納付者数@2,000×504名)

(2019年5月7日現在普通預金金利0.001％）

学生会館（クラブハウス）内設置備品購入のための
定期積立金（普通預金口座から振替）　　  
定期預金設定日：2009年5月21日  
定期預金額：8,000,000円          
期間等：1年、満期自動継続  

11,709,289 
1,008,000 

0 
93 

12,717,382 

0 

0 

12,717,382 
12,717,382 

0

0

11,713,281 
11,713,281 

0

0

1,004,101
1,004,101

10,775,196 
938,000 

0 
85 

11,713,281 

934,093
70,000

0
8

1,004,101

8,028,133 8,028,813 680 28,813 
2018年5月21日 2019年5月21日

2020年5月21日（満期日）見込額（※）
8,027,453 8,028,133 680 28,133
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画 ： 清宮 明日香さん（２年）


